
日
本
国
憲
法　

第
9
条

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る

国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動

た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力

の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と

し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。 

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ

の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国

の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。

思いに立つのではなく

    うながしの前に

                       立つのだ

�
吾
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
立
�
�

真
宗
大
谷
派�

妙
正
寺
住
職�

小
栗
栖
法
秀  

　

阿あ

闍じ
ゃ

世せ

の
煩は
ん

悶も
ん

に
於お

い
て
、
釈
し
ゃ
く

尊そ
ん

の
月が
つ

愛あ
い

三さ
ん

昧ま
い

に
よ
る
慰い

光こ
う

は
、
実
質

上
、
阿
闍
世
の
教
化
者
で
あ
る
べ
き

筈
の
耆ぎ

婆ば

を
、救
済
し
た
。
耆
婆
は
、

阿
闍
世
の
異
母
兄
弟
で
あ
り
、
王
位

継
承
の
順
位
に
あ
り
な
が
ら
、
自
ら

そ
の
地
位
を
捨
て
、
医
師
と
し
て
、

王
家
を
維
持
し
、
深
く
仏
法
に
帰
依

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
王
家
の
親
子
問
題
に
際
し
、
骨

肉
の
苦
悩
は
倍
増
し
、そ
の
深
さ
は
、

実
際
、
阿
闍
世
の
比
で
は
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
親し
ん

鸞ら
ん

の
注
目
は
、
当

時
既
に
王
位
に
在
っ
た
阿
闍
世
の
救

済
に
際
し
、
こ
の
親
子
問
題
の
経
緯

を
熟
知
し
、
既
に
、
深
く
仏
法
に
帰

依
し
て
い
た
耆
婆
が
、
こ
の
光
に
目

覚
め
た
一
点
に
あ
り
、こ
れ
こ
そ
が
、

阿
闍
世
を
し
て
、
釈
尊
の
許も
と

に
導
い

た
、最
大
原
因
で
あ
る
と
見
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
親
鸞
の
信
仰
内
容
は
、

阿
闍
世
の
獲
ぎ
ゃ
く

信し
ん

内
容
と
い
う
よ
り

も
、
寧む
し

ろ
、
耆
婆
の
自
覚
内
容
に
あ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ

こ
を
看か
ん

過か

す
れ
ば
、
真
宗
の
教
化
は

そ
の
本
質
を
迷
失
す
る
。
つ
ま
り
、

教
え
る
側
に
於
い
て
し
か
、
真
宗
の

教
化
は
成
立
し
な
い
。
教
え
る
側
の

値ち

仏ぶ
つ

に
於
い
て
以
外
に
、
教
え
ら
れ

る
側
の
値
仏
は
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
真
宗
の
教
化
の
方
針
は
、

唯
、こ
の
一
点
に
在
る
と
い
え
よ
う
。

　

進
ん
で
、
阿
闍
世
の
獲
信
内
容
も

ま
た「
我わ
れ

常つ
ね

に
阿あ

鼻び

地じ

獄ご
く

に
在
り
て
、

無む

量
り
ょ
う

劫こ
う

の
中
に
も
ろ
も
ろ
の
衆し
ゅ

生
じ
ょ
う

の
た
め
に
苦
悩
を
受
け
し
む
と
も
、

も
っ
て
苦
と
せ
ず
」、
つ
ま
り
、
永

遠
に
救
済
な
き
我
が
身
に
於
い
て
、

永
遠
に
如
来
の
光
に
遇
う
て
ゆ
く
、

大
地
へ
の
立
脚
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
大
地
を
釈
尊
は
「
大
王
、
今
き
ょ
う

よ
り

已い

往お
う

に
、
常
に
当ま
さ

に
菩ぼ

提だ
い

の
心し
ん

を
懃ご
ん

修し
ん

す
べ
し
。何
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
。

こ
の
因い
ん

縁ね
ん

に
従よ

っ
て
、
当
に
無
量
の

悪
を
消
し
ょ
う

滅め
つ

す
る
こ
と
を
得う

べ
き
が
ゆ

え
な
り
」
と
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら

先
の
未
来
に
で
は
な
く
、
既
に
経
過

し
て
今
日
に
至
っ
た
、
お
前
の
過
去

に
こ
そ
あ
る
。
今
、
お
前
の
居
る
、

執
務
す
べ
き
事
が
山
と
在
る
、
此
処

こ
そ
が
そ
の
大
地
な
の
だ
、
と
述
べ

て
い
る
。

　

”V
erily, verily, I say unto 

you, Except a corn of w
heat 

fall into the ground and die, 
it abideth alone: but if it die, 
it bringeth forth m

uch fruit.

”

(John 12:24)

　
（
真
実
、
真
実
。
我
、
汝
に
告
げ

ん
「
一
粒
の
麦
の
種
が
、
大
地
に
堕

ち
て
、
そ
し
て
、
死
ぬ
、
と
い
う
こ

と
を
除
い
て
は
、
そ
れ
は
た
だ
孤

独
を
我
慢
し
て
滞
在
す
る
の
み
で
あ

る
。
し
か
し
、
も
し
、
そ
れ
が
死
ぬ

な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
澤た
く

山さ
ん

の
果
実
を

齎も
た
らす

」
と
。）

　

自
ら
が
光
に
遇
う
て
ゆ
く
以
外
に

教
化
方
法
の
な
い
宗
旨
こ
そ
、
真
実

の
宗
旨
で
あ
り
、
我
々
が
救
済
さ
れ

て
ゆ
く
道
も
、そ
こ
に
あ
る
の
で
す
。

平
和
憲
法
の
根
本
義
、
ま
た
、
平
和

憲
法
の
実
践
義
も
ま
た
、
そ
こ
に
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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日
時　

５
月
末 

予
定

　

講
師　

伊い

勢せ

崎ざ
き 

賢け
ん

治じ 

さ
ん

 1957

年
、
東
京
生
ま
れ
。
早
稲
田

大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
修
士
課

程
終
了
。
イ
ン
ド
留
学
中
、
ス
ラ
ム

住
民
の
居
住
権
獲
得
運
動
に
携
わ
る
。

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
身
を
置
き
ア
フ
リ
カ

各
地
で
活
動
後
、
東
チ
モ
ー
ル
、
シ

エ
ラ
レ
オ
ネ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

紛
争
処
理
を
指
揮
。
現
在
、
東
京
外

国
語
大
大
学
院
地
域
文
化
研
究
科
平

和
構
築
紛
争
予
防
学
講
座
（
Ｐ
Ｃ
Ｓ
）

教
授
。
著
書
に
『
イ
ン
ド･

イ
ス
ラ
ム

･

レ
ポ
ー
ト
』『
東
チ
モ
ー
ル
県
知
事

日
記
』『
武
装
解
除―

紛
争
屋
が
見
た

世
界
』
な
ど
が
あ
る

第
四
回 

公
開
講
座
�
�
知
�
�

●発行：宗教者 9条の会・大分　●〒 879-5102 由布市湯布院町川上 3561 見成寺　TEL 0977-84-2257　FAX 0977-84-5203
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前
号
に
続
き
、
原
理
主
義
に
つ

い
て
の
レ
ポ
ー
ト
後
編
。始
め
に
、

お
さ
ら
い
。

【
原
理
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

組
織
の
特
徴
】

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
特
徴

①
近
代
化
に
抵
抗
し
つ
つ
も
影

響
を
受
け
、
利
用
す
る

②
宗
教
教
義
を
選
択
的
に
用
い
て

思
想
を
構
築

③
善
悪
二
元
論
的
な
世
界
観

④
聖
典
の
無
謬
性
を
主
張

⑤
終
末
観
的
世
界
認
識
と
救
世
思

想
で
人
々
を
あ
お
り
立
て
る

組
織
の
特
徴

①
選
民
思
想

②
組
織
の
内
と
外
の
明
確
な
区
別

③
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
の
存
在

④
厳
格
な
規
律
、
行
動
規
範
。

『
テ
ロ
と
救
済
の
原
理
主
義
』
よ
り

（
第
三
章
）

ス
リ
ラ
ン
カ
の
民
族
紛
争

人
口
七
三
％
の
シ
ン
ハ
ラ
人

（
九
四
％
仏
教
徒
）
と
一
八
％
の

タ
ミ
ル
人
（
八
五
％
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
徒
）
の
闘
争
が
続
く
。

　

現
在
ま
で
に
、
六
万
人
を
超
え

る
人
が
犠
牲
。

　

宗
教
間
対
立
と
と
ら
え
る
見
方

も
あ
る
が
、
仏
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
の
境
は
不
明
確
で
、
宗
教
間
摩

擦
が
起
き
る
可
能
性
は
、
も
と
も

と
は
低
か
っ
た
。
こ
の
境
界
線
に

ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
が
直
線
を
引
い

た
。

民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
強
化

　

彼
は
、
西
洋
に
反
発
を
感
じ
つ

つ
、
劣
等
意
識
に
さ
い
な
ん
だ
。

そ
こ
で
、
彼
は
、
シ
ン
ハ
ラ
人
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
同
じ
ア
ー
リ
ア

系
の
先
住
民
族
で
あ
る
と
の
説
を

利
用
し
た
。

　

ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
系
タ
ミ
ル
人
を
劣

等
民
族
と
規
定
す
る
こ
と
で
自
ら

の
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

強
化
し
、
精
神
的
苦
悩
か
ら
逃
れ

る
術
と
し
、
自
ら
の
誇
り
を
回
復

し
よ
う
と
し
た
。

ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
思
想
の
原
理
主
義

的
特
徴

　

本
来
仏
教
の
開
祖
ブ
ッ
タ
は
、

政
治
の
世
界
か
ら
身
を
引
い
た
の

だ
か
ら
、
原
点
回
帰
す
る
な
ら
政

教
分
離
の
は
ず
。

　

し
か
し
、
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
は
、

シ
ン
ハ
ラ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
結

び
付
け
、
選
択
的
に
聖
典
を
絶
対

化
し
教
義
化
し
た
。

　

内
＝
シ
ン
ハ
ラ
人
＝
正
当
仏
法

者
、
外
＝
タ
ミ
ル
人
＝
邪
悪
な
敵

と
い
う
善
悪
二
元
論
的
歴
史
観
を

持
ち
、
現
実
は
必
ず
し
も
対
立
し

て
い
な
か
っ
た
多
様
的
歴
史
、
伝

統
を
単
純
化
、
善
悪
二
元
論
化
し

て
国
の
統
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
利

用
し
た
。

　

そ
れ
は
、
強
力
に
布
教
活
動
を

進
め
る
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
に
対
す

る
、
仏
教
側
の
抗
議
（
抗
近
代
）

だ
っ
た
。

　

そ
の
一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教

組
織
を
モ
デ
ル
に
組
織
を
改
革

（
近
代
化
の
利
用
）。

　

そ
の
後
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
土
着
宗

教
や
他
宗
教
に
寛
容
で
習
合
的
な

従
来
の
仏
教
を
弾
劾
。

　

在
家
の
人
に
も
作
法
、
マ
ナ
ー

を
定
め
、
近
代
の
教
養
を
身
に
つ

け
さ
せ
、
社
会
の
近
代
化
を
担
い

つ
つ
も
伝
統
社
会
か
ら
切
り
離
さ

れ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
不
安
に

揺
れ
て
い
た
新
興
中
間
層
の
求
め

に
応
え
、
彼
ら
の
内
面
生
活
と
社

会
生
活
を
調
和
し
う
る
、
新
し
い

「
伝
統
」
を
創
出
し
た
。

（
第
四
章
）

田
中
智
学
に
よ
る
日
蓮
主
義

　

戦
前
、
日
本
を
動
か
し
た
宗
教

運
動
。
国
柱
会
の
創
設
者
田
中
智

学
ら
に
よ
っ
て
組
織
化
。
政
教
一

致
の
実
現
を
掲
げ
る
。
宗
教
、
政

治
、
軍
事
、
社
会
、
文
学
な
ど
様
々

な
分
野
に
影
響
。
既
存
の
他
宗
派

を
排
撃
。

摂
受
と
折
伏

　

日
蓮
は
、
無
智
が
満
ち
て
い
る

時
は
摂
受
（
相
手
の
主
張
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
寛
容
に
教
え
導
く
立

場
）
を
、
邪
智
の
者
が
多
い
時
は

折
伏
（
相
手
を
議
論
に
お
い
て
攻

め
立
て
て
邪
見
を
取
り
除
き
、
屈

服
さ
せ
る
積
極
的
に
教
え
導
く
立

場
）
を
用
い
よ
と
両
方
を
認
め
て

い
る
。

智
学
の
日
蓮
解
釈

　

一
方
、
智
学
は
、
日
蓮
の
教
え

の
中
核
は
折
伏
と
考
え
た
。
ブ
ッ

ダ
入
滅
後
、
世
界
は
退
歩
し
て
い

る
と
い
う
歴
史
観
に
基
づ
き
、
末

法
の
世
に
摂
受
は
受
け
入
れ
ら
れ

ず
、
折
伏
以
外
に
な
い
と
し
た
。

日
蓮
主
義
の
主
張

　

西
洋
キ
リ
ス
ト
教
国
＝
邪
智
謗

国
と
認
定
。
日
蓮
を
輩
出
し
た
日

本
こ
そ
真
の
仏
道
の
国
と
し
、
日

本
の
優
位
性
を
説
き
、
西
洋
文
明

の
圧
倒
的
力
の
前
に
自
尊
心
を

保
っ
た
。

　

日
蓮
仏
教
の
国
教
化
を
主
張
。

世
界
人
類
を
法
華
経
に
よ
っ
て
統

一
す
べ
き
天
職
を
日
本
が
有
す
る

と
し
た
。

　

こ
う
し
て
国
体
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
日
蓮
を
再
解
釈
し
て
適
応
し

た
。

日
蓮
主
義
の
特
徴

　

智
学
は
、
急
速
に
近
代
化
を
遂

げ
て
い
く
中
で
大
き
く
社
会
が
変

化
し
、
従
来
の
血
縁
、
地
縁
社
会

か
ら
切
り
離
さ
れ
て
揺
れ
る
都
市

部
の
中
間
層
で
あ
る
、
医
師
、
軍

人
、
文
官
、
弁
護
士
な
ど
を
中
心

に
国
柱
会
を
組
織
。

　

自
己
と
社
会
の
関
係
性
を
提
示

し
、
国
家
共
同
体
の
中
に
自
己
の

存
在
意
義
を
確
か
め
さ
せ
た
。

　

ま
た
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

た
教
化
活
動
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
的

宣
教
手
法
を
取
り
入
れ
た
（
近
代

化
の
利
用
）。

　

政
財
界
の
要
人
を
一
殺
多
生
と

い
う
テ
ロ
で
暗
殺
し
、
国
家
改
造

を
企
て
る
組
織
血
盟
団
、五
・
一
五

事
件
な
ど
、
大
正
中
期
か
ら
昭
和

初
期
に
生
ま
れ
た
知
識
層
の
誇
り

　

原
理
主
義
と
は
何
か

　
　
　
　

日
本
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
教
団　

大
分
キ
リ
ス
ト
教
会
副
牧
師　

永
井
一
匡
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と
不
安
を
吸
収
す
る
よ
う
に
日
蓮

主
義
運
動
は
拡
大
し
た
。

宮
沢
賢
治

　

宮
沢
賢
治
も
熱
心
な
国
柱
会
、

日
蓮
主
義
者
。
文
学
を
通
じ
て
仏

の
道
を
説
き
人
々
を
教
化
し
よ
う

と
し
た
賢
治
の
実
践
も
、
テ
ロ
に

よ
る
国
家
改
造
を
企
て
た
血
盟
団

の
行
動
主
義
も
、
源
流
は
法
華
経

に
た
ど
り
着
く
。

　

一
つ
の
教
義
か
ら
普
遍
的
な
救

済
が
、
一
方
は
文
学
と
い
う
表
現

に
よ
っ
て
語
ら
れ
、
一
方
は
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
結
び
つ
い
た

暴
力
が
テ
ロ
と
い
う
形
で
発
生
し

た
。

利
用
さ
れ
た
利
他
主
義
精
神

　

賢
治
は
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
を

病
床
で
手
帳
に
記
し
、
発
表
す
る

つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

第
二
次
大
戦
中
、
大
政
翼
賛
会
に

利
用
さ
れ
た
。
賢
治
の
利
他
主
義

に
は
左
右
い
ず
れ
か
ら
も
政
治
利

用
さ
れ
や
す
い
危
う
さ
が
あ
る
。

　

賢
治
と
血
盟
団
の
青
年
に
共
有

す
る
も
の
は
、
や
り
場
の
な
い
孤

独
感
と
そ
れ
ゆ
え
に
ふ
れ
あ
い
を

求
め
る
気
持
ち
が
強
か
っ
た
点
。

よ
く
生
き
た
い
と
願
い
つ
つ
も
殺

人
テ
ロ
を
決
行
す
る
と
こ
ろ
ま
で

行
き
着
い
た
青
年
た
ち
の
心
根

は
、
賢
治
の
文
学
に
感
動
す
る
心

と
か
け
離
れ
て
い
な
い
。

　

仏
教
的
慈
悲
に
満
ち
た
賢
治
文

学
を
支
え
る
利
他
主
義
の
精
神

は
、
一
つ
間
違
え
ば
人
間
を
疎
外

す
る
危
険
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
転

化
す
る
危
う
さ
を
秘
め
て
い
る
。

（
第
五
章
）

内
な
る
原
理
主
義

自
爆
テ
ロ
の
政
治
性

　

実
行
組
織
が
追
求
す
る
政
治
目

的
の
共
通
点
は
「
自
国
」「
故
郷
」

と
み
な
す
領
土
が
、
現
在
外
国
勢

力
等
に
よ
っ
て
侵
略
、
占
領
、
支

配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
に
立

ち
、
侵
略
者
、
占
領
者
、
売
国
奴

を
打
倒
し
、
駆
逐
す
る
と
い
う
目

的
を
掲
げ
る
点
。

自
爆
テ
ロ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

　

宗
教
で
は
な
く
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
こ
そ
が
自
爆
テ
ロ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
。
宗
教
感
情
と
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
結
合
さ
せ
る
こ
と
で
民

衆
の
支
持
を
得
、
テ
ロ
リ
ス
ト
は

殉
教
者
と
し
て
尊
敬
さ
れ
、
青
年

構
成
員
が
確
保
さ
れ
、
組
織
が
維

持
さ
れ
る
。
テ
ロ
リ
ス
ト
が
抱
く

利
他
的
感
情
は
彼
ら
が
生
き
る
社

会
が
、
テ
ロ
行
為
を
支
持
す
る
か

否
か
が
、
彼
ら
が
決
意
を
固
め
る

決
め
手
。

テ
ロ
犯
の
非
特
殊
性
の
表
裏

　

自
爆
テ
ロ
実
行
犯
た
ち
の
多
く

は
、
信
仰
心
が
強
い
と
は
い
え
な

い
が
ま
じ
め
で
責
任
感
が
強
く
い

い
人
。
そ
の
意
味
で
は
、
同
じ
人

間
と
し
て
語
る
対
話
の
糸
口
は
あ

る
は
ず
。
し
か
し
、
同
時
に
、
政

治
諸
条
件
、
社
会
的
諸
条
件
が
合

致
す
る
と
き
、
膨
大
な
テ
ロ
リ
ス

ト
予
備
軍
を
世
界
は
抱
え
て
い
る

と
も
い
え
る
。

誇
り
の
不
平
等

　

世
界
に
は
貧
富
の
差
だ
け
で
は

な
く
、
誇
り
の
不
平
等
が
存
在
す

る
。
そ
れ
を
放
置
し
て
経
済
的
側

面
の
み
気
を
と
ら
れ
、
相
手
の
誇

り
を
無
視
し
て
、
一
方
的
な
経
済

援
助
や
民
主
化
を
進
め
る
と
、
か

え
っ
て
事
態
を
悪
化
さ
せ
る
。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
喪
失
感

を
埋
め
る
あ
い
ま
い
な
誇
り

　

従
来
の
社
会
を
支
え
て
き
た
地

縁
、
血
縁
、
共
同
体
に
対
す
る
忠

誠
心
、
連
帯
感
、
一
体
感
が
、
近

代
化
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

に
伴
う
社
会
の
構
造
変
化
の
中
で

解
体
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
中
で
、

実
体
の
伴
わ
な
い
あ
い
ま
い
な
誇

り
が
、
人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
の
喪
失
感
を
埋
め
る
形
で

形
成
さ
れ
、
こ
れ
が
人
々
を
暴
力

に
向
か
わ
せ
る
危
険
な
状
態
を
生

ん
で
い
る
。

他
傷
に
よ
る
自
己
保
全

　

余
裕
の
な
い
状
況
に
あ
っ
て
、

人
々
は
他
者
に
対
す
る
寛
容
性
を

失
い
、
敵
意
を
募
ら
せ
る
。
他
者

の
誇
り
を
傷
つ
け
る
こ
と
で
自
ら

の
誇
り
を
確
認
す
る
と
い
う
痛
ま

し
い
状
況
が
生
ま
れ
る
。

自
己
の
存
在
不
安
に
忍
び
寄
る
影

　

こ
れ
ま
で
個
人
に
安
ら
ぎ
と
誇

り
を
与
え
、
社
会
に
安
定
を
も
た

ら
し
て
き
た
結
合
が
見
失
わ
れ
、

地
縁
、
血
縁
社
会
か
ら
放
り
出
さ

れ
た
青
年
た
ち
は
、
世
界
に
お
け

る
自
ら
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
悩

み
、
不
安
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
い
う
状
況
に
あ
っ
て
、
過

去
を
美
化
し
、
集
団
に
対
す
る
忠

誠
心
を
誇
張
し
、
異
な
る
価
値
を

持
つ
他
者
に
対
す
る
暴
力
を
説
く

過
剰
結
合
が
、
若
者
の
心
に
忍
び

寄
る
。

救
済
と
結
び
つ
い
た
自
己
破
壊
願

望
＝
内
な
る
原
理
主
義

　

市
場
原
理
に
よ
る
競
争
が
激
化

す
る
中
で
、
誰
も
が
自
分
は
時
代

か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
見
捨
て
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
、そ
ん
な
自
分
と
は
何
か
、

人
生
の
意
味
と
は
何
か
、
と
い

う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
不
安
を

抱
え
て
生
き
て
い
か
ざ
る
を
得
な

い
。
市
場
原
理
に
基
づ
く
競
争
社

会
に
あ
っ
て
勝
者
で
あ
る
た
め
に

は
、
常
に
発
展
、
成
長
し
て
い
か

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
い

か
に
愛
し
い
記
憶
で
あ
っ
て
も
、

発
展
の
阻
害
と
な
る
過
去
は
切
り

捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
し
ま
う
。「
よ
く
生
き
た
い
」「
人

の
た
め
に
生
き
た
い
」
と
願
う
無

垢
な
利
他
主
義
の
精
神
を
持
っ
た

若
者
の
一
部
が
テ
ロ
と
い
う
破
壊

に
身
を
委
ね
て
い
く
そ
の
心
の
奥

底
に
は
、
救
済
と
結
び
つ
い
た
自

己
破
壊
願
望
が
隠
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
我
々
の
胸
中
に
潜
む

「
内
な
る
原
理
主
義
」
と
は
、
過

去
を
否
定
し
て
未
来
に
向
う
「
近

代
」
と
い
う
世
界
を
生
き
る
し
か

な
い
人
間
の
自
己
破
壊
願
望
の
表

れ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

 

私
見･･

　

参
考
文
献
は
ど
れ
も
原
理
主
義

を
よ
く
整
理
し
て
あ
り
、
私
に

と
っ
て
と
て
も
良
い
学
び
に
な
っ

た
。
レ
ポ
ー
ト
は
そ
の
一
部
紹
介

だ
っ
た
が
、
文
献
に
は
共
通
の
問

題
点
も
感
じ
た
。
学
習
会
で
提
起
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し
た
そ
の
点
と
、
そ
の
後
の
意
見
交
換
と

を
合
わ
せ
て
ま
と
め
る
。

一
、
文
献
に
感
じ
た
問
題
点

①
原
理
主
義
と
宗
教
、
特
に
、
聖
典
主
義

と
の
相
違
の
あ
い
ま
い
さ

　

聖
典
を
強
調
す
る
点
で
両
者
は
共
通
の

よ
う
だ
が
、
原
理
主
義
は
、
自
分
た
ち
の

思
想
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
聖
典
を
部

分
的
に
都
合
よ
く
選
択
し
、
原
点
回
帰
を

主
張
し
つ
つ
、
実
は
原
点
を
ゆ
が
め
て
い

る
点
で
、
両
者
は
異
な
る
。

　

ま
た
、（
狭
義
の
）
原
理
主
義
は
排
他

的
だ
が
、
本
来
、
宗
教
、
聖
典
主
義
は
、

排
他
的
で
は
な
い
。　

　

例
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
い
え

ば
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
敵
対
者
に

も
福
音
を
述
べ
伝
え
続
け
、
自
分
を
迫
害

す
る
も
の
を
愛
せ
よ
と
教
え
た
。

　

本
物
の
信
仰
は
、
他
者
を
排
斥
せ
ず
対

話
し
説
得
を
め
ざ
す
。
こ
の
点
で
も
両
者

は
異
な
る
。

　

し
か
し
、
ど
の
参
考
文
献
も
、
宗
教
者

＝
原
理
主
義
者
、
聖
典
主
義
＝
原
理
主
義

と
い
う
誤
解
を
否
定
し
切
れ
て
い
な
い
。

私
た
ち
宗
教
者
は
、
こ
の
点
を
明
確
に
す

る
必
要
が
あ
る
。

②
自
分
の
立
つ
視
座

　

ま
た
、
各
文
献
は
、
自
分
は
、
非
原
理

主
義
者
、
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
論
じ
て
い
る
が
、
原
理
主
義
的
あ
り

よ
う
は
全
て
の
人
の
心
に
潜
ん
で
い
る
と

い
う
認
識
に
立
っ
た
視
座
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。

　

誰
も
が
、
周
囲
と
の
差
異
に
不
安
を
持

つ
。
そ
の
時
、
安
易
に
、
わ
か
り
や
す
く
、

正
し
そ
う
な
、
都
合
の
よ
い
考
え
で
誇
り

を
保
と
う
と
す
る
。
こ
れ
が
優
越
意
識
に

つ
な
が
り
、さ
ら
に
過
剰
防
衛
を
起
こ
し
、

異
な
る
他
者
を
否
定
、
排
斥
し
、
攻
撃
を

正
当
化
し
、原
理
主
義
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的

が
、
理
解
の
共
有
な
の
か
、
安
易
な
自
己

肯
定
の
押
し
付
け
な
の
か
の
吟
味
が
必
要

と
な
る
。

　

私
自
身
、
自
分
の
日
常
を
振
り
返
る
と

ま
っ
た
く
情
け
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

は
、
お
そ
ら
く
私
だ
け
が
特
別
な
の
で
は

な
く
、
誰
も
が
か
か
え
る
こ
と
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

二
、
私
た
ち
の
課
題

　

人
は
、目
の
前
の
不
安
だ
け
で
は
な
く
、

不
安
に
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な

状
態
に
自
分
を
さ
せ
た
過
去
と
、そ
し
て
、

不
安
に
際
し
て
、
原
理
主
義
的
に
な
っ
て

し
ま
う
も
ろ
い
自
分
に
向
き
合
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
こ
で
、
不
安
や
過
去
や
も

ろ
い
自
分
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
ら
に
向
き
合
い
、
過
去
か
ら
連
続
し
た

現
在
、
そ
し
て
そ
れ
に
続
く
未
来
を
向
い

て
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
今
回
の
学
び

を
通
し
て
改
め
て
思
わ
さ
れ
た
。

　

自
分
に
と
っ
て
不
都
合
な
過
去
や
、
安

易
な
原
理
主
義
的
解
決
を
求
め
る
も
ろ
い

自
分
に
向
き
合
う
こ
と
こ
そ
が
課
題
な
の

で
あ
る
。

　

そ
の
時
こ
そ
、
私
た
ち
は
、
自
己
義
認

に
立
つ
こ
と
を
止
め
な
く
て
は
い
け
な

い
。
そ
の
時
こ
そ
、
私
た
ち
は
、
絶
対
者

の
救
い
（
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
は
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
）
に
よ
っ
て
、

そ
の
不
都
合
な
ま
ず
い
過
去
が
赦
さ
れ
、

そ
の
支
え
（
内
在
）
に
よ
っ
て
も
ろ
い
自

分
に
も
希
望
が
与
え
ら
れ
、
弱
い
あ
り
の

ま
ま
の
自
分
に
も
、
本
物
の
誇
り
、
生
き

る
力
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
知
る
時
な
の

だ
。

　

違
い
に
対
し
て
排
斥
す
る
の
か
、
対
話

す
る
の
か
。
対
話
で
、
相
手
を
打
ち
負
か

す
の
か
、
理
解
を
求
め
る
の
か
。
自
分
に

は
原
理
主
義
的
な
面
は
な
い
と
い
う
視
座

で
関
わ
る
の
か
そ
う
で
な
い
か
。
自
分
の

本
物
の
誇
り
と
は
何
な
の
か
。
そ
う
し
た

自
分
と
向
き
合
う
こ
と
は
、
私
た
ち
宗
教

者
九
条
の
会
・
大
分
に
お
い
て
、
憲
法
九

条
、
平
和
の
問
題
を
考
え
る
上
で
も
、
棚

上
げ
に
で
き
な
い
課
題
で
あ
ろ
う
。

　

と
も
す
れ
ば
、
対
立
、
そ
の
後
、
争
い

に
な
る
と
思
わ
れ
て
い
る
宗
教
的
立
場
の

相
違
。
そ
れ
が
相
違
す
る
者
が
集
っ
て
い

る
私
た
ち
の
会
。
そ
こ
に
お
い
て
、
そ
の

相
違
に
ど
う
向
き
合
っ
て
九
条
に
関
わ
る

問
題
を
分
か
ち
合
え
る
か
が
問
わ
れ
る
。

　

境
内
の
梅
の
花
に
つ
が
い
の
メ
ジ

ロ
が
遊
び
に
来
て
い
ま
す
。
少
し
ず

つ
春
の
訪
れ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

靖
国
問
題
に
関
連
し
て
、
靖
国
神
社
第
六
代
の
宮

司
松
平
永
芳
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。
Ａ
級
戦
犯

合
祀
の
張
本
人
と
し
て
、
昭
和
天
皇
か
ら
「
あ
の
馬

鹿
者
」
と
ま
で
呼
ば
れ
、
中
曽
根
首
相
か
ら
も
疎
ま

れ
た
存
在
で
す
。

　

前
任
の
宮
司
は
平
和
主
義
者
で
、
厚
生
省
か
ら
打

診
の
あ
っ
た
Ａ
級
戦
犯
の
名
簿
を
宮
司
預
か
り
と
し

て
い
た
そ
う
で
す
。（
今
回
は
編
集
後
記
枠
が
小
さ
い

の
で
、
続
き
は
次
回
掲
載
し
ま
す　

Ｅ
）


